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１ 研究テーマ 

  「支援を要する幼児への指導・支援について」 
 
２ 研究内容 

  昨年度の成果と課題に基づき、グループ員が互いに意見を出し合えるように小グループを組み、子

ども理解の視点や教員の具体的な支援方法について学び合った。 
(1) 事例研究 

「問題行動の対処の仕方」、「集団活動や行事での関わり方」など、現在支援の仕方に悩んでいる

子どもの姿を出し合い、効果的な手立てを話し合った。 
(2) 教材研究 
① 視覚教材の情報交換と効果の検証 

グループ員が日々の保育の中で製作し、活用している視覚教材を持ち寄り、使い方やその効果

などについて話し合った。それぞれのグループ員が、幼児一人ひとりの興味や関心を理解し教材

づくりを工夫していることがわかった。新たな気づきがあったことで、自身が担当している幼児

について振り返り、個に応じた視覚教材づくりへの意欲となった。 
② 好きな遊びにおける支援の仕方 

屋内・屋外にかかわらず、幼稚園で毎日行われている好きな遊びの時間に、どのような支援を

したり環境構成を工夫したりすることが必要かを考えた。グループ員からは、「幼児と教師の一対

一の関わりを通した遊びを教師から提供する」、「友達との関わりが生まれるような遊びの仲介を

する」など、様々な意見が出された。話し合いの結果、どのような支援をするにしても、幼児理

解をもとに支援の方法を探ることが大切であるということがわかった。 
(3) 情報交換 

記録の取り方や学級担任との連携、職員間連携、保護者支援、個別の指導計画の書き方等、各園

の実践や具体的な支援方法について、また、南ブロックと北ブロックでの夏の園開放についての情

報交換を行った。 
 
３ 成果と課題 

(1) 成果 

グループ員は各園に一名配置のチューリップ学級担当という立場である。同じ立場で課題を出し

合い、情報交換や事例研究、教材研究を行ったことで、担当者としての支援方法について理解を深

めることができた。 
(2) 課題 

支援を必要とする子どもの姿や課題は多岐にわたる。それぞれの子どもの姿に応じた具体的な指
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導法等について、今後も事例研究等を通して理解を深めていく必要がある。 


